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選挙管理委員会事務局 

 

１. 投票区見直しの方針 

 

現在の 11 投票区を、６地区の生涯教育センター＋中央生涯教育センターの計

７投票区に再編し、生活圏に沿った投票区とする見直しを検討しています。 

今後、説明会等でのご意見を伺いながら年度内に決定し、令和９年４月以降の

選挙から運用を開始することを想定しています。 

 

 

 

２. 見直しの背景・理由 

 

(1) 期日前投票の定着と当日投票者数の減少について 

令和６年の衆議院議員総選挙以降、期日前投票者数が当日投票者数を上回る

ようになり、当日投票者数も減少しています。そのため、この傾向が著しい３つ

の投票所（永徳寺中央公民館、細野振興会館、和光地区研修集会施設）を各地区

センターに統合することを検討しています。 

 

(2) 投票所としての第一小学校の利用について 

投票日当日には不特定多数の人が学校、教室に出入りすることとなり、学校と

して防犯面や不審者対策、プライバシーの確保等の課題等があるため、投票所と

しての利用を見直す検討しています。 

 

 

現在の投票所 見直し後の投票所 

第一小学校 

（第４投票区） 
北部地区生涯教育センター（第５投票区） 

永徳寺中央公民館 

（第７投票区） 
永岡地区生涯教育センター（第６投票区） 

細野振興会館 

（第９投票区） 

和光地区研修集会施設 

（第 10 投票区） 
西部地区生涯教育センター（第３投票区） 

資 料 



３. 現状分析 

 

(1) 町全体の状況 

  町全体では、この 20 年間で期日前投票が大きく定着し、当日投票所の利用

者は減少を続けています。 

それとは対照的に、期日前投票者数については、平成 19 年４月の県知事・

県議選では 1,159 人でしたが、令和８年３月の町長選挙では 4,001 人となり、

と約 3.5 倍に増加しました。一方、当日投票者数は、同じ期間で 8,030 人から

3,732 人へと大きく減少しています。 

令和６年 10 月執行の第 50 回衆議院議員総選挙において、期日前投票者数

（4,057 人）が当日投票者数（3,634 人）を初めて上回りました。以降に執行

された選挙でも、期日前投票者数が当日投票者数を上回る状況が続いており、

期日前投票が投票方法として広く定着してきていることがうかがえます。 

 

(2) 見直しの対象となる投票所の状況 

 

①永徳寺中央公民館（第７投票区） 

選挙 有権者 
投票者数 

期日前投票率 
期日前 当日 

H19.4.8 

県知事・県議選 
789 人 111 人 510 人 14.07％ 

R8.3.1 

町長選挙 

582 人 

（-207） 

276 人 

（+165） 

191 人 

（-319） 
47.42％ 

 

②細野振興会館（第９投票区） 

選挙 有権者 
投票者数 

期日前投票率 
期日前 当日 

H19.4.8 

県知事・県議選 
334 人 14 人 218 人 4.19％ 

R8.3.1 

町長選挙 

211 人 

（-123） 

72 人 

（+58） 

86 人 

（-132） 
34.12％ 

 

 



③和光地区研修集会施設（第１０投票区）について 

選挙 有権者 
投票者数 

期日前投票率 
期日前 当日 

H19.4.8 

県知事・県議選 
328 人 12 人 204 人 3.66％ 

R8.3.1 

町長選挙 

177 人 

（-151） 

36 人 

（+24） 

79 人 

（-125） 
20.34％ 

 

④第一小学校（第４投票区） 

投票所となっているスペースは、現在、教室として使用しています。選挙当

日は不特定多数の方が校内に立ち入ることから、児童の安全面への配慮が必要

となり、投票所として利用が困難な状況となっています。 

なお、同投票区でも期日前投票が定着しつつあります。 

選挙 有権者数 投票率 期日前投票率 

H19.4.8 

県知事・県議選 
1,053 人 63.44% 8.00% 

R8.3.1 

町長選挙 
1,257 人 53.14% 31.42% 

 

 ４. 投票区見直しの効果 

 

(1) 投票立会人の適正な選任・配置 

見直しの対象である３つの投票所では、投票立会人の希望者が不足しており、

適正な選任に支障が生じているため、この３投票所を各地区センターに統合す

ることで、投票立会人の適正配置を図ることができます。 

 

(2) 除排雪の負担軽減 

 町長選挙・町議会議員選挙においては冬期間に行われるため、投票所の除排雪

が必要となります。投票区の見直しにより除排雪が必要な施設が減り、負担が軽

減します。 

 

(3) 経費の削減 

投票管理者等の報酬や町職員の人件費、投票にかかる備品・消耗品などの経費

を節減できる分、期日前投票の充実や、有権者数の多い当日投票所への人員配置

など、投票環境の改善を図ることができます。 



５. 見直しと併せて実施する取組み 

 

（1）イオンＳＣでの期日前投票日数の拡大と臨時期日前投票所の開設の検討 

イオンスーパーセンター金ケ崎店での期日前投票はこれまで１日のみ開設

していましたが、期日前投票期間中２日以上開設することを検討します。 

また、見直し対象の３つの投票区の有権者の方々が期日前投票を利用しやす

いよう、町の西側エリアにて臨時の期日前投票所の開設を検討します。 

 

（2）移動が困難な方への当日投票所までの移動補助の検討 

新たな投票所までの距離が概ね２km 以上となる地区（永徳寺・細野・和光）

の有権者の方々については、在宅の要介護者、または障がい者手帳をお持ちの

方を対象に、タクシーによる自宅等から当日投票所までの無料往復送迎により

投票機会の確保を検討します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



見直し後の投票区 

投票区 投票所 行政区 
選挙人名簿登録者数 

（R8.9 定時登録時） 

第１投票区 
街地区 

生涯教育センター 

城内、矢来、 

町上、南町、 

栄町、町下、 

諏訪小路、檀原、 

一の台、荒巻 

2,499 

第２投票区 
南方地区 

生涯教育センター 

横道上、藤巻、 

御免、高谷野、 

田園パーク 

1,649 

第３投票区 
西部地区 

生涯教育センター 

川目、和光、 

高谷野原、 

千貫石、長志田、 

790 

第４投票区 
三ケ尻地区 

生涯教育センター 

瘤木、中村、 

清水端 
1,489 

第５投票区 
北部地区 

生涯教育センター 

遠谷巾、上平沢、下平

沢、東町、 

二の町、上の町、 

二日町、穴持、 

二ツ森、金森、 

改断 

2,645 

第６投票区 
永岡地区 

生涯教育センター 

下百岡、上百岡、 

下永徳寺、 

上永徳寺、細野、 

野崎、 

上永沢第一、 

上永沢第二、 

下永沢第一、 

下永沢第二 

1,537 

第７投票区 中央生涯教育センター 
谷地上、谷地下、 

横道下 
2,148 

 

合計 12,757 人 


